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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，語レベルの言語処理にかかわる心内・脳内メカニズムを明らかにすることを目的
として，事象関連電位(ERP)計測の手法を用いた実験を行った。具体的には，複文の特徴を示
す複雑述語（サセ使役）および，動詞の屈折を取り上げ，いずれの場合にも規則による演算処
理と，レキシコン内のネットワーク的記憶という，質の異なる処理メカニズムが働いているこ
とを示唆する結果を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We conducted Event Related Potential (ERP) measurement experiments with the aim at 

revealing the mental and neurological mechanisms employed in the word-level language 

processing. More specifically, we examined the processing of the so-called sase-causative, a 

type of complex predicates which exhibit bi-clausal properties, and of verb conjugation 

patterns, and obtained results suggesting that two different mechanisms of rule-based 

computation and associative memory are at work in the word-level processing.  
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１．研究開始当初の背景 

 語レベルの言語処理について，規則による
演算処理と記憶という異なるメカニズムが
関与するとする二重メカニズムモデル（以下，
DM）が提唱され，コネクショニズムなどの
単一メカニズムモデルとの間で激しい論争
を繰り広げてきた(Trends in Cognitive Sciences 

6(11), 2002 の “The Past-Tense Debate”特集な
ど)。DM は言語の脳科学的研究から数多くの
証拠を得て(Ullman 2002)説得力のあるモデル
となっていたが，これらの研究は欧米諸語の
屈折形態論に議論が集中しており，日本語に
ついての研究，また派生形態論を視野に入れ
た研究は，本研究グループのそれまでの成果
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を除いてほとんどないのが実情であった。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は, 語の認知処理に関わる心
内・脳内メカニズムの実証的な解明と,それ
に基づく文法理論への貢献を第一の目的と
した。具体的には,埋め込み構造を伴うと考
えられる複雑述語の理解等に焦点をあて ,

語レベルの言語処理メカニズムを ,事象関
連電位（ERP）計測の手法を用いた実験を
行うことによって明らかにし，その理論的
意味付けの考察を行った。 

 

（２）本研究の第二の目的として，日本語処
理に関する ERP の基礎データ蓄積をめざし
た。日本における言語処理の ERP 研究は欧米
に比して遅れており，日本語を対象とする基
本的なデータの蓄積が急務である。具体的に
は，屈折の違反などについてどのような ERP

成分が誘発されるかを検討する実験を行っ
た。 

 

３．研究の方法 

 本研究では，語レベルの処理モデルを構築
するために事象関連電位(ERP)計測の手法を
用いた。先行研究の知見から，言語処理に関
わる成分として確立していると考えられる
N400，(L)AN, P600 等の成分を指標として用
いた。このうち，N400 は意味違反の反映と
して良く知られているが，語の使用頻度によ
ってその振幅が変化するなど，レキシコンの
語彙記憶にも強くかかわると成分であると
考えられる。一方，(L)AN は形態統語上の違
反などに対して観察されており，規則による
演算処理に関わる成分であると考えられる。
本研究では，規則による演算処理とレキシコ
ンの語彙に関わる記憶というメカニズムに
焦点をあてて考察を行うため，おもにこれら
の陰性成分に着目した分析を行った。 

  

４．研究成果 

（１）使役動詞にかかわる実験結果の検討 

 接辞-(s)ase を用いる使役（以下サセ使役，
例：「並ばせる」）は， 意味的に整合する動
詞であれば，どの動詞にも適用可能であり，
その規則性，生産性において突出している。
また，日本語統語論の分野で議論されてきた
ように，複文の諸特徴を示す。これらの性質
から，サセ使役は，規則による演算処理を用
いた処理が行われると想定される。一方，い
わゆる自他交代による使役他動詞（以下語彙
使役，例：「並べる」）は，その形態がかなら
ずしも予測できないこと，生産性がサセ使役
に比して低いことなどから，記憶による処理
が想定できる。この対比に関わる ERP 計測実
験は，本研究プロジェクト開始以前に本研究
グループによって実施されていたものであ

るが，そこではサセ使役を含む意味違反文で
は，正文と比較して早い潜時の LAN とそれ
に続く N400 が，一方語彙使役を含む意味違
反文には正文との比較において N400 が観察
されていた。この実験結果を受けて，本研究
ではその理論的考察を進め，早い潜時の LAN

は，意味違反を検知する以前に，統語処理と
して複文構造を構築する必要を検知したこ
とを反映しており，その後に意味違反を反映
する N400 が惹起されていること，これに対
して語彙使役ではレキシコンに記憶されて
いる語彙意味情報の違反の反映として N400

のみが惹起されていることを論じた（雑誌論
文[8]，図書[4]）。 

 

（２）複文構造処理についての実験 

 上記の使役動詞処理についての論考にお
いては，サセ使役が統語レベルで複文構造を
持つことを前提として論じた。しかしながら，
日本語統語論にかかわる理論言語学的研究
においては，サセ使役がいくつかの複文の特
徴を示すことには合意があるものの，その複
文の性質を統語構造における埋め込みと考
えるのか，項構造や機能構造など統語とは異
なるレベルの埋め込みと考えるかについて，
意見が分かれる。そこで，（１）の LAN が複
文構造の統語処理にかかわる反応であると
する結論の傍証を得るために，動詞が現れる
以前の時点で，単文構造処理から複文構造処
理に切り替える必要のある刺激文を作成し，
その切り替えの際に惹起される ERP を，切り
替えの必要のない刺激との比較において観
察した結果，（１）の LAN に類似した成分が
得られた（雑誌論文[3]）。この結果を（１）
の結果とあわせて，サセ使役が統語的複文構
造をもつと分析するのが妥当であると論じ
た（雑誌論文[2],学会発表[3]）。 

 

（３）動詞屈折についての実験 

 欧米の言語では屈折や一致などにかかわ
る形態統語的な違反には LAN が観察される
ことが報告されているが，日本語ではこれに
対応する基礎データがない。そこで，本研究
では日本語の子音語幹動詞（五段活用動詞）
の活用を取り上げて，違反に対する ERP 反応
の計測を行った。過去形に接続する連用形活
用のうち，いわゆる音便変化を含む形には例
外もあり，新語への適用が難しいことから，
語彙レベルの記憶が関与していると考えら
れる。一方，否定形に接続する未然形活用は
例外がなく規則的であり，演算処理が行われ
ている可能性が高い。実験の結果，音便変化
の違反(例：「*読みた」)には正しい形（「読ん
だ」）との比較において N400 と P600 が観察
されたのに対し，未然形の違反（例：「*読み
ない，*読むない」）では，N400 は観察され
なかった。これは，N400 がレキシコンの記



 

 

憶に関連する成分であるとの前提に立てば，
音便変化を含む活用形の処理にレキシコン
の検索が関わっており，その点で未然形の処
理と異なっていることを示唆する（雑誌論文
[3], 学会発表[2]）。この実験については，未
然形の違反のうち，終止形＋ない（「読むな
い」）に観察された左側頭の陰性波（潜時
300-400ms）の頭皮上分布が一般に観察され
る LAN とは異なっていること，連用形＋な
い（「*読みない」）には陰性波が観察されな
かったことなど，検討課題が残っている。ま
た，この結果は日本語では同じ動詞で異なる
活用形（未然形か連用形か）で処理メカニズ
ムが異なること，すなわち英語のように動詞
ごとに規則形と不規則形の区別があるのと
は根本的に異なっていることを示唆してい
る。これらの点を含めて，今後さらに検討を
重ねる必要があると考えられる。 

 

（４）総合的考察 

 上述のようないくつかの実験から，DM で
主張されているような，演算と記憶という性
質の異なる心内・脳内メカニズムが，語レベ
ルの処理にも働いていることを示す証拠が
得られた。この結果は以下のような点で，新
しい知見をもたらすものと言える。 

 ①サセ使役は，たとえば英語であれば複数
の独立した動詞を用いて表現される複文構
造を，接尾辞によって実現するため，文末動
詞の位置ではじめて複文構造であることが
認識されるような刺激を作ることができる。
この性質を利用して，LAN が複文構造を構築
する必要性の検知を反映している可能性を
示すことが可能となったが，これは膠着性を
もつ日本語の研究ならではの成果であると
言える。 

 ②サセ使役の複文としての性質を統語構
造レベルで捉えるべきか否かは，日本語統語
論研究において大きな論争となってきた問
題であるが，言語事実だけから決着をつける
ことは難しい。本研究は，この問題に心内・
脳内処理のメカニズムのレベルから示唆を
与える可能性を拓く点で新規性をもつ。 

 ③日本語の動詞活用については，そもそも
何が「規則形」なのか，不明である。新語動
詞の活用形産出実験を行った先行研究では，
動詞の活用形はレキシコンの記憶によると
するものが多い（Batchelder and Ohta 2000 な
ど）が，本研究は動詞の活用形をすべて一律
に扱うのではなく，規則性のある活用形と不
規則な面をもつものとに分類することによ
って，新たな知見を得た点で，日本語の屈折
にかかわるメンタルレキシコン研究に一石
を投じることとなる。 

 ④理論言語学的な形態論研究としては，現
在の極小主義統語論の流れの中で，すべての
複雑語の生成は統語演算で行われ，生成力の

あるレキシコンは存在しないとする分散形
態論が優勢である。この理論では，規則性・
生産性の高い語形成と低いものとを，構造の
大きさ（語レベルか語根レベルか）の区別と
して捉えようとしているが，本研究が明らか
にした心内・脳内処理メカニズムの相違は，
そのような構造の大きさとして説明するこ
とができるか否か，自明ではない。そのよう
な意味で，本研究の成果は，理論的形態論研
究に対して考察すべき課題を新たに提供す
るものであると言える。 

 

（５）他分野の研究者への成果発信 

 本研究は，理論言語学と言語脳科学の協働
という分野横断的な研究を行っており，その
一環として，理論言語学の分野の研究者向け
に概説的な発信（雑誌論文[9],学会発表[3][4]）
を行うと同時に，心理学・神経科学（雑誌論
文[7],学会発表[8]），計算言語学（学会発表[2],

図書[4][5]）などの隣接他分野研究者や教育関
係者（学会発表[1]）への発信，一般読者ある
いは初学者向けの発信（図書[1],[2],[3],[6]）な
ど，分野の境界を超えた「言語の認知脳科学」
への理解を広める努力を行った。 
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